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昭
和
の
青
年
将
校
運
動	

　
　
秦
　
郁
彦

　

昭
和
戦
前
期
の
青
年
将
校
運
動
は
、
二
・
二
六
事
件
の
連
想
も
あ
っ
て
か
三
島
由
紀
夫
流
の
純
化
さ
れ
た
肯
定
的
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
彼
ら
が
信
奉
し
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
暗
い
破
綻
的
側
面
は
と
か
く
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
。
さ
ら
に

目
標
達
成
の
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
テ
ロ
は
完
遂
し
た
が
三
月
事
件
、
十
月
事
件
、
五
・
一
五
事
件
、
二
・
二
六
事
件
、
宮
城
事
件
な
ど
の
諸

ク
ー
デ
タ
は
こ
と
ご
と
く
未
遂
か
不
発
に
終
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
後
の
後
継
内
閣
首
班
に
擬
し
た
宇
垣
、
荒
木
、
真
崎
、
阿
南
ら
各
将
軍
の
登
場

も
立
ち
消
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
失
敗
が
つ
づ
い
た
ク
ー
デ
タ
の
例
は
稀
だ
ろ
う
。

　

青
年
将
校
た
ち
が
モ
デ
ル
と
し
た
の
は
、
幕
末
の
若
い
下
級
武
士（
青
年
将
校
！
）が
主
動
し
た
明
治
維
新
の
成
功
体
験
で
あ
っ
た
。
だ
が
優
先

目
標
の
設
定
で
違
和
が
生
ま
れ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
差
異
に
着
目
す
る
と
、
幕
末
の
志
士
た
ち
は
「
尊
皇
攘
夷
」
で
国
土
防
衛
を
至
高
の
目
標

に
据
え
、
そ
の
た
め
の
政
権
交
代
を
正
当
化
す
る
「
尊
皇
倒
幕
」
を
組
み
あ
わ
せ
て
行
動
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
維
新
を
め
ざ
し
た
青
年
将
校

た
ち
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た「
尊
皇
討
奸
」や「
天
皇
親
政
」は
、
矛
盾
撞
着
だ
ら
け
だ
っ
た
。
討
奸（
テ
ロ
）の
対
象
に
は
天
皇
が
重
用
す
る
「
君

側
の
奸（
重
臣
）」
や
明
治
維
新
の
功
臣
や
後
継
世
代
が
占
め
た
政
財
界
の
大
物
、
さ
ら
に
身
内
で
あ
る
軍
内
他
派
閥
の
幹
部
ま
で
加
わ
る
。

　

と
も
あ
れ
不
毛
に
終
っ
た
青
年
将
校
運
動
の
特
異
点
を
、
箇
条
的
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。
1
、
カ
リ
ス
マ
的
首
領
の
不
在
、
2
、
自
前
の
思
想

を
生
み
だ
せ
ず
、
外
部
の
師
父（
大
川
周
明
、
北
一
輝
、
平
泉
澄
ら
）に
依
存
、
3
、
派
閥
抗
争
の
比
重
が
異
様
に
高
い
、
4
、
破
壊
的
行
動
だ
け
で
、

建
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
欠
如
、
5
、
天
皇
制
と
天
皇
個
人
の
混
同
、
な
ど
だ
。
少
し
説
明
す
る
と
、
1
と
2
は
相
関
す
る
が
強
力
な
ト
ッ
プ
が
登

場
せ
ず
に
終
っ
た
こ
と
を
指
す
。
3
に
つ
い
て
は
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
半
が
派
閥
抗
争
に
吸
い
と
ら
れ
た
。
二
・
二
六
事
件
で
、
皇
道
派

は
統
制
派
に
敗
れ
た
が
、
日
中
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
と
い
う
「
尊
皇
攘
夷
」
の
時
代
を
生
き
の
び
て
平
泉
の
影
響
下
で
終
戦
ク
ー
デ
タ
に
至
る
。

　

4
の
論
点
だ
が
、
二
・
二
六
事
件
で
陸
相
に
交
付
し
た
決
起
趣
意
書
は
「
八
紘
一
宇
」「
国
体
の
尊
厳
」「
奸
賊
の
誅
滅
」
な
ど
神
が
か
っ
た

美
句
ば
か
り
、
具
体
的
な
要
求
は
統
制
派
系
幹
部
の
除
去
や
皇
道
派
幹
部
の
招
致
な
ど
で
、
国
家
改
造
に
向
け
た
政
策
提
言
は
な
か
っ
た
。

　

唯
一
の
例
外
に
「
皇
政
維
新
法
案
大
綱
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
執
筆
者
は
皇
道
派
の
大
岸
頼
好
中
尉
で
、
北
一
輝
『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』

（
一
九
一
九
年
）の
借
用
に
近
い
が
、
広
汎
な
国
家
改
造
の
具
体
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
5
と
の
関
連
で
め
だ
つ
の
は
「
天
皇
大
権
」
の
濫
用
で
あ

る
。
一
部
を
例
示
す
る
と
天
皇
大
権
の
発
動（
親
政
）に
よ
り
「
一
切
の
政
党
を
禁
止
」「
憲
法
を
停
止
」「
両
院
を
解
散
」
と
並
ぶ
。

　

国
家
改
造
ど
こ
ろ
か
共
産
革
命
を
し
の
ぐ
奇
矯
な
諸
政
策
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
が
、
核
心
は
実
務
の
担
当
者
で
あ
る
。
大
綱
は
天
皇
が
任
命

す
る
改
造
内
閣
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
在
郷
軍
人
団（
実
は
青
年
将
校
団
か
）と
し
て
い
る
。
で
は
天
皇
が
大
権
発
動
に
異
論
を
唱
え
た
ら
ど
う
対

処
す
る
の
か
だ
が
、
そ
う
し
た
事
態
を
想
定
し
た
気
配
は
な
い
。
明
治
維
新
の
志
士
た
ち
は
、
天
皇
を
「
玉
（
ぎ
ょ
く
）」
と
呼
び
あ
い
、
思
う

ま
ま
に
操
れ
る
と
割
り
切
っ
て
い
た
の
に
似
た
心
情
だ
っ
た
の
か
。

　

そ
れ
で
も
従
わ
ぬ
天
皇
は
身
の
安
泰
が
危
な
か
っ
た
。
後
醍
醐
帝
の
よ
う
に
北
朝
系
と
差
し
替
え
ら
れ
た
り
、
後
鳥
羽
上
皇
の
よ
う
に
島
流

し
に
さ
れ
た
り
、
毒
殺
説
も
流
れ
た
孝
明
帝
の
諸
例
を
昭
和
天
皇
は
意
識
し
て
い
た
。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
終
戦
を
望
ん
だ
昭
和
天
皇
に
対
し
、
軍
務
局
や
近
衛
師
団
の
青
年
将
校
た
ち
は
天
皇
を
継
戦
に
翻
意
さ
せ
る
た
め
の

ク
ー
デ
タ
を
企
て
た
。
し
か
し
天
皇
の
巧
み
な
対
応
も
あ
り
、
き
わ
ど
い
と
こ
ろ
で
ク
ー
デ
タ
は
不
発
に
終
り
、
終
戦
が
実
現
す
る
。
そ
れ
は

青
年
将
校
運
動
の
終
焉
を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。　
　

                                                                       　
　
　
　
（
会
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）


